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平成１８年度第３回評議会議事録

日時：平成１８年５月３０日（火）１４:０７~１４：５６
場所：東京都千代田区大手町１－６－１ 　ＪＰＦ
　　　ただし、Ⅲ．議事のうち１．の審議（これらの審議にあたって予め申請団体の説明を受ける場

合を除く。）にあたって、評議員（ＮＧＯユニット枠を除く）、アドバイザー及び事務局員以外

はＪＰＦから退出した。

出席：評議員

外務省　　　　　　　　　：鈴鹿 光次
経団連　　　　　　　　　：林 寛爾
三菱財団　　　　　　　　：石崎 登
ＰＷＪ　　　　　　　　　：國田 博史（ＮＧＯユニット枠）
ＡＡＲ　　　　　　　　　：堀江 良彰（ＮＧＯユニット枠）

評議会アドバイザー

日本経済新聞社　　　　　：原田 勝広
広島県　　　　　　　　　：出原 充浩

　　　

　　　オブザーバー

外務省　　　　　　　　　：高根

ＡＤＲＡ　　　　　　　　：鈴木

ＣＡＲＥ　　　　　　　　：村松

ＨＦＨＪ　　　　　　　　：塚本

ＨｕＭＡ　　　　　　　　：島田

ＩＣＡ　　　　　　　　　：佐藤、後藤、田中、木村

ＩＰＡＣ　　　　　　　　：池上

ＮＩＣＣＯ　　　　　　　：折居

ＳＣＪ　　　　　　　　　：田沢

　　　事務局　　　　　　　　　　：高松、寺垣、谷口、大山、田口

座長　　　　　　　　　　　：堀江 良彰

Ⅰ．定足数確認

評議員定数６名のうち、出席評議員数５名をもって定足数を確認した。

Ⅱ．配布資料確認

１．事務局：平成１８年度第３回ＪＰＦ評議会次第

２．事務局：議案１．ジャワ島地震被災者支援プロジェクト（初動・緊急対応）にかかる事業計画

の承認

３．ＨｕＭＡ：ジャワ島中部地震災害医療支援事業計画書

４．ＮＩＣＣＯ：ジャワ島地震被災者のための緊急医療支援事業計画書

５．事務局：ジャワ中部地震概況

６．事務局：ＪＰＦプレスリリース 2006-01、2006-03
７．事務局：日本経団連「インドネシア・ジャワ島中部地震」被害者へのご協力方お願い

８．事務局：三菱東京ＵＦＪ銀行プレスリリース

９．事務局：ジャワ島地震対応計画（案）
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Ⅲ．議事

１．ジャワ島地震被災者支援プロジェクト（初動・緊急対応）にかかる事業計画の承認について

①  ＨｕＭＡ：ジャワ島中部地震災害医療支援事業（政府資金）

申請団体より配布資料に基づき計画内容の説明がなされた。審議の結果、管理費を事務局と

最終調整を行うこととし、全会一致で承認した。

②  ＮＩＣＣＯ：ジャワ島地震被災者のための緊急医療支援事業（政府資金）

申請団体より配布資料に基づき計画内容の説明がなされた。審議の結果、管理費を事務局と

最終調整を行うこととし、全会一致で承認した。

なお、当該プロジェクトにおいて、より有効に事業を展開するため、関係機関との連携・調

整を図るべき旨の附言がなされた。

　２．ジャワ島地震にかかる各セクター対応状況について

事務局よりＪＰＦ対応状況や被害概況、各セクター対応状況についての報告がなされた。（報告

要旨は下記の通り）

ＪＰＦ対応状況

・ ５月２９日午前１０：３０にＨｕＭＡ、ＳＣＪの発議によりＪＰＦの出動決定

・ ５月３０日午前にＳＣＪ：ジャワ中部地震緊急初動調査（政府資金）が電子メールにより承

認され、同日、ＳＣＪは現地に向け出発した。

被害概況

・ 被害状況、被災国の対応、支援状況等の概況（配布資料）

各セクター対応状況

・ 経済界からの支援状況

　　　経団連：義援金の呼びかけ、日本航空：航空券提供の申し出、ボーダフォン：携帯電話

無償貸出の申し出、日産：１，０００万円寄付の申し出、ジャパン・エナジー：１，０

００万円寄付の申し出、三菱東京ＵＦＪ銀行：５万ドル寄付の申し出と義援金受付口座

の開設（一定の振込手数料免除）

・ 市民からの支援状況

　学生ネット：事務局サポート等支援の申し出

・ 国際機関等からの支援状況

　　　ＵＮＯＣＨＡ：情報収集等連携の申し出、ＪＩＣＡ緊急援助隊・ＩＯＭ：情報収集等連

携の申し出

３．ジャワ島地震地震にかかるＪＰＦの今後の対応状況について

　　事務局より配付資料に基づきジャワ島地震対応計画の説明がなされ、本対応計画を確認した。

また、今後の対応について協議を行った。（協議要旨は下記の通り）

・ 外務省鈴鹿氏よりＮＧＯの迅速な展開と経済界の迅速な募金への取り組みに対して敬意が表

されるとともに、ＮＧＯの活動を支える政府、民間の資金バランスに対する言及がなされた。

・ 外務省鈴鹿氏よりパキスタン地震被災者支援におけるＮＧＯ現地活動支援調整事業の成果を

踏まえ、今般の活動展開においても、ＪＰＦ事務局が積極的に事業連携の役割を担うべき旨

の提案がなされた

・ 申請検討団体であるＩＣＡ、ＩＰＡＣより検討中事業の概要説明がなされた。

・ 林評議員よりジャワ島地震に対する出動意思決定の遅れが経済界による支援に与えた影響に

ついて指摘がなされ、事務局より今回のケースを踏まえてＪＰＦとしての対応開始のあり方

について提案したい旨の発言がなされた。

４．次回評議会の開催日時・会場について

平成１８年６月１２日（月）１７：００よりＪＰＦ事務局において開催することとした。

　

以上


